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１．計画策定の経緯                                    

（１）計画策定の経緯 

日 時 開催会議名など 内   容 

令和４年度 

８月 17 日 第１回  庁内策定部会 
・都市計画マスタープランの見直しと立地適正化計画の策

定について 

・市民アンケート調査の実施について 

・唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会の運営につ

いて（内規） 
８月 30 日 第１回  策定委員会 

10 月５日～ 

10 月 19 日 
市民アンケート調査 

・唐津市在住の 18 歳以上の 2,500 世帯を対象 

・回答 880 通（回答率 35.2％） 

11 月 28 日 第２回 庁内策定部会 
・唐津市を取り巻く状況、上位関連計画における方向性、住

民ニーズの方向性（市民アンケート調査結果より） 

・現行計画の評価検証 

・都市計画マスタープランの改定及び立地適正化計画策定

の方向性 
12 月 28 日 第２回  策定委員会 

２月７日 第３回  庁内策定部会 ・唐津市都市計画マスタープラン全体構想編の骨子（案）に

ついて 

・災害リスク分析について ２月 27 日 第３回  策定委員会 

３月 29 日 第 27 回唐津市都市計画審議会 
・唐津市都市計画マスタープランの見直しと立地適正化計

画の策定について（中間報告） 

令和５年度 

６月 23 日 第４回 庁内策定部会 
・唐津市都市計画マスタープラン等庁内策定部会の体制変

更について 

・都市計画マスタープラン（地域別構想・実現方策）見直し

の進め方について 

・立地適正化計画策定の進め方について 
７月３日 第４回  策定委員会 

11 月１日 第１回地域別ワークショップ 

・地域住民によるワークショップの実施 

・テーマ：地域の魅力（特色・資源）や、地域が抱える課題

（改善点）について 

・参加者：44 名（中央地域 16 名、東部地域 5 名、南部地

域 8 名、西部地域 5 名、北部地域 10 名）※公募 

11 月 13 日 第５回 庁内策定部会 ・都市計画マスタープラン地域別構想案（地域別の状況と課

題）について 

・立地適正化計画の誘導区域案について 11 月 20 日 第５回  策定委員会 

11 月 22 日 第２回地域別ワークショップ 

・地域住民によるワークショップの実施 

・テーマ：地域の魅力や課題を踏まえた地域の将来像（目指

すべき姿）と、その実現のために必要な取り組みについて 

・参加者：38 名（中央地域 14 名、東部地域 5 名、南部地

域 9 名、西部地域 3 名、北部地域 7 名）※公募 
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日 時 開催会議名など 内   容 

１月 17 日 第６回 庁内策定部会 ・都市計画マスタープラン地域別構想案（まちづくりの目標

と重点方針）について 

・立地適正化計画の誘導施設案について 

・立地適正化計画の防災指針案について １月 22 日 第６回  等策定委員会 

２月 21 日 第７回  庁内策定部会 ・都市計画マスタープランの実現方策案について 

・まちづくりの基本理念について 

・立地適正化計画の誘導施策および成果指標について ２月 26 日 第７回  策定委員会 

令和６年度 

7 月 10 日 第８回 庁内策定部会 
・都市計画マスタープラン（素案）について 

・立地適正化計画（素案）について 

８月７日～ 

８月 23 日 
地域別住民説明会 

・都市計画マスタープランおよび立地適正化計画の素案に

関する地域別住民説明会を実施 

・参加者：20 名（唐津地区 10 名、浜玉地区 4 名、北波多

地区 2 名、相知地区 1 名、肥前地区 3 名） 

・地域別住民説明会で使用した説明動画を YouTube で公

開 

8 月 23 日～ 

９月 24 日 
パブリックコメント 

・都市計画マスタープランおよび立地適正化計画の素案に

関するパブリックコメントを実施 

・意見：1 件 

10 月 18 日 第８回  策定委員会 
・都市計画マスタープラン案について 

・立地適正化計画案について 

11 月 15 日 第 29 回都市計画審議会 
・都市計画マスタープラン案について 

・立地適正化計画案について 

※庁内策定部会：唐津市都市計画マスタープラン等庁内策定部会 

 ※策定委員会 ：唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会 
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（２）都市計画マスタープラン等策定委員会委員名簿 

 

 

  

委 員（唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会設置要綱第3条第2項各号） 順不同、敬称略

氏 名 所 属 等 分 野

1 坂
さか

井
い

 猛
たける

九州大学キャンパス計画室 教授 都市計画

2 後藤
ごと う

 隆太郎
りゅうたろう

佐賀大学理工学部 教授 建築計画

3 猪
いの

八重
は え

 拓郎
たくろう

佐賀大学理工学部 准教授 都市計画

4 林
はやし

 博
ひろ

德
のり

九州大学大学院工学研究院 准教授 流域治水

5 木下
きのした

 修一
しゅういち

唐津商工会議所 副会頭 商 工 業

6 松本
まつもと

 弘
ひろむ

唐津農業協同組合 代表理事副組合長 農 業

7 太田
おお た

 順子
じゅんこ

一般社団法人唐津観光協会 副会長 観 光

8 松﨑
まつざき

 義行
よしゆき

昭和自動車株式会社自動車事業本部乗合事業部 部長 交 通

9 大鶴
おおつる

 将司
まさし

九州旅客鉄道株式会社佐賀鉄道事業部企画運輸課 課長 交 通

10 中村
なかむら

 重美
しげみ

公益社団法人佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部 顧問 土地利用

11 吉田
よし だ

 善道
よしみち

社会福祉法人唐津市社会福祉協議会 会長 福 祉

12 平野
ひら の

 直人
なおと

唐津地区建築士会 理事 建 築

13 天本
あまもと

 貴子
たかこ

佐賀県県土整備部まちづくり課 課長 行 政

14 岸川
きしかわ

 俊介
しゅんすけ

佐賀県唐津土木事務所 所長 行 政

桑原
くわはら

 宏司
こうじ

（R4.7.20～R5.1.10）

山本
やまもと

 智史
さとし

（R5.1.11～R6.3.31）

片渕
かたふち

 隆昭
たかあき

（R6.4.1～）

青山
あおやま

 泰三
たいぞう

（R4.7.20～R5.3.31）

八島
やし ま

 大三
だいぞう

（R5.4.1～）

宗田 匡央
そ お だ ま さ お

（R4.7.20～R5.3.31）

岩熊
いわくま

 真一
しんいち

（R5.4.1～）

任期 令和4年7月20日から3年間。ただし、策定委員会所掌事務が終了した場合は、その日を任期満了日とする。

アドバイザー（唐津市都市計画マスタープラン等策定委員会設置要綱第3条第3項） 敬称略

氏 名 所 属 等 分 野
学識
経験

1 外尾
ほか お

 一則
かずのり 佐賀大学 名誉教授

※唐津市都市計画審議会 会長
都市計画

任期 令和4年7月20日から3年間。ただし、策定委員会所掌事務が終了した場合は、その日を任期満了日とする。

16 唐津市経済部 部長 行 政

行 政唐津市都市整備部 部長

行
政
機
関

17

区 分

区 分

学
識
経
験

関
係
団
体

15 佐賀県唐津農林事務所 所長 行 政
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２．現行計画の評価検証                                

（１）関係各課の取り組み調査結果 

現行の都市計画マスタープランの策定以降、分野別まちづくり方針に示された各方針に基づき、

関係各課では以下の取り組みを実施（一部市の事業でないものも含む）。 

※令和４年度の調査結果をもとに掲載 
 

【これまでに実施または実施中の主な取り組み・事業】 

都市計画マスタープランにおける主な方針など 主な取り組み・事業など 

①
土
地
利
用
に
関
す
る
方
針 

都市的 
土 地 利
用 

・住宅地（住宅ストックの質の向
上、既存宅地の有効活用） 

・商業地（再開発等による土地利用
の高度化・効率化、中心市街地に
おける商業の活性化、既存用地の
有効利用） 

・産業地（港湾や高速交通体系など
産業・物流インフラの整備状況等
を踏まえた質の高い産業地の整
備） 

■特定用途制限地域の指定、開発指導要綱の制定 
(概要)用途地域外における土地利用の整序を図

り、無秩序な市街地の拡大を防止するとと
もに、適切な開発行為の実施を誘導するた
めに実施。 

■新産業集積エリア唐津、石志工業団地への誘致
を中心とした企業誘致活動の実施 

(概要)市内一円への企業立地の促進のための企業
訪問・現地視察対応及び立地した企業のフ
ォローアップ活動を実施。過去５年間の誘
致件数は 15 件。 

・東唐津駅南地区における地区計画の運用 
・道路開通による用途地域の一部見直し 
・大手口センタービル、新庁舎建設（後掲） 
・新唐津市民会館（仮称）基本計画策定 
・呉服町商店街ファサード整備事業（後掲） 
・旧村上歯科リノベーション事業、新天町パティ
オ街区再開発事業 

・空き店舗チャレンジ誘致事業（後掲） 
・賑わいのまちづくり事業 
・呼子朝市活性化支援対策事業 
・クルーズ船の受け入れと寄港時の物産展やおも
てなし等の実施 

自然的 
土 地 利
用 

・農業地域（他用途への転換や耕作
放棄地の発生の抑制による必要
な農地の整備・確保） 

・森林地域（適切な森林施業の実
施、健全で多様な森林の整備と保
全） 

・河川・水面・沿岸地域（河川氾濫
地域における安全性の確保、安定
した水供給のための水資源確保、
海域と陸域の一体性に配慮した
沿岸の総合的利用） 

■農業基盤（ハード面）の整備 
(概要)農業の生産性の向上と、効率的・安定的な農

業経営の確立のため、農業用用排水施設の
整備、暗渠排水の整備、土層改良、区画整理、
農作業道の整備、農地造成、農用地の保全等
を実施。 

■松浦河畔緑地整備 
(概要)松浦川沿いの公共施設整備の一環として、

護岸整備とそれに伴う管理用通路の整備に
併せて、当該管理用通路を散策路としても
活用できるよう松浦河畔緑地の整備を実
施。身近に水辺を感じることのできる「水辺
の回廊ゾーン」の実現と、市民だけでなく観
光客も楽しめる空間づくりを図る。 

・特定用途制限地域の指定、開発指導要綱の制定
（再掲） 

・中山間地域等直接支払交付金事業 
・多面的機能支払交付金事業 
・松浦河畔公園再整備 
・農村地域防災減災事業（ハード面）の整備 

そ の 他
の 土 地
利用 

・土地利用調整ゾーン 
・景観・観光振興ゾーン 

・特定用途制限地域の指定、開発指導要綱の制定
（再掲） 

・九州オルレ唐津コースの活用・推進 



-241- 

 
都市計画マスタープランにおける主な方針など 主な取り組み・事業など 

土
地
利
用
に 

関
す
る
方
針 

区 域 見
直し 

・都市計画区域の見直し 
・地域地区の見直し 

■北波多地区の一部を都市計画区域に編入 
(概要)西九州自動車道北波多インターチェンジの

開設により、周辺地域での開発圧力が高ま
ることが予想される北波多地区について、
土地利用をコントロールしていく必要があ
ることから、都市計画区域に指定。 

・特定用途制限地域の指定、特別用途地区の指定 

②
道
路
・
交
通
施
設
に
関
す
る
方
針 

道路 

・高規格幹線道路等（高速交通体系）

の整備、主要幹線道路、幹線道路の

整備、補助幹線道路、生活道路の整

備 

・人にやさしい道路環境づくりの推進 

・交通渋滞解消、産業振興を図る道路

の整備 

・中心市街地と海(水辺)との連携を促

す道路空間づくり 

・市民協働による維持管理 

■唐津駅前東新興町線などの交通ユニバーサルデ
ザイン化事業 

(概要)視覚障がい者誘導用ブロック設置及び段差
解消の歩道整備。市道大名小路線外９路線
の延長 3.23km のうち 2.41km（約 75％）の
整備が完了。 

■浜崎養母田線（国道 202 号唐津大橋）の事業着手 
(概要)長年の懸案であった交通混雑の要因となっ

ている唐津大橋の４車線化の要望活動を継
続した結果、令和４年度から事業化に至っ
た。 

■東城内町田線道路改良事業 
(概要)東城内交差点から中心部を経て国道 204 号

に至る幹線街路である東城内町田線総延長
1,650m が全線開通した。 

・H24 菜畑西の浜線、R2 大手口佐志線 
・H27 都市計画道路の見直し（5路線廃止） 
・西九州自動車道の唐津 IC～伊万里道路、佐賀唐
津道路の岩屋 IC～相知長部田 IC 

・各市道改良事業 
・車両系サインの整備 

公共 
交通等 

・公共交通等の利便性向上 
・バス 
・鉄道 
・その他の公共交通 

■持続可能で利用しやすい公共交通の実現に向け
た「地域公共交通計画」の策定 

(概要)唐津市・玄海町全域を対象区域とし、都市
計画や観光、福祉、教育等の分野を含む地
域戦略の一環として、公共交通体系の構築
を目指すもの。 

■浜崎駅周辺整備事業 
(概要)平成 25 年度に実施した調査結果を踏まえ、

浜崎駅及び周辺道路のバリアフリー化のた
め、基本計画を定め、自由通路、南北駅前
広場の整備が完了した。 

・大手口バスセンターの整備 
・枝線の区域を運行している乗合タクシー等につ
いては、利用状況や利用者の意向等を考慮し、
予約型乗合タクシーへの移行を検討 

・航路事業者への補助 

港湾 

・高速交通体系整備と連携した港
湾機能の充実 

・市民協働のみなとまちづくりの
実施 

■外国クルーズ船の寄港受入、誘致活動 
(概要)唐津港の振興と活性化に向け、物流事業者

やクルーズ船社との情報交換及びポートセ
ールス等を実施。平成 28 年度以降、クルー
ズ船が 24 隻寄港。 

・港湾の整備推進に関する国、県への要望活動 
・唐津港イベント事業 
・唐津東港整備、西港水産市場整備、呼子港整備
（各みなとまちづくり懇話会による調整） 
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都市計画マスタープランにおける主な方針など 主な取り組み・事業など 

③
公
園
・
緑
地
に
関
す
る
方
針 

・緑の拠点の配置 
・国定公園、県立自然公園の保全 
・身近な生活圏における公園の整備 
・既存公園の再編検討 
・地域の特色を活かした公園の整備 
・水と緑のネットワークの整備 
・環境負荷低減のための取り組み 
・市民協働による維持管理・運営 

■唐津城石垣再築整備 
(概要)唐津城の石垣に、たわみや緩み及び欠落な

どが生じているため、唐津城石垣再築推進
委員会の指導や助言を受け、石垣の文化的
価値を損なわないような工法を基本に、積
み直しを実施。 

■大島市民の森整備 
(概要)自然豊かな空間から、海を介して市街地を

望む唯一の眺望点であり、〝唐の津〟展望
ゾーンとしての利活用が期待されることか
ら、市民の憩いの空間や眺望点として、自
然の森ゾーン、展望ゾーンの整備を実施。 

・各緑の拠点整備、維持管理 
・緑花推進条例に基づく団地等造成協議による緑
花の推進 

・緑の募金による苗木や花苗の配布 
・自然公園法の適切な運用 
・唐房公園整備、松浦河畔緑地整備、長寿命化計
画による都市公園施設の更新 

・虹の松原再生・保全実行計画策定 
・中心市街地に設置している公園内トイレの和式
便器のバリアフリー化 

・蕨野の棚田ふれあい交流事業、肥前棚田ウォー
ク事業に対する補助金の交付 

④
上
水
道
・
下
水
道
に
関
す
る
方
針 

上水道 
・水源の適正管理 
・浄水場の整備 
・配水施設の整備 

■水道管路耐震化等推進事業 
(概要)昭和 50 年以前に布設された水道管の破裂

及び赤水発生の問題に対処するため、耐震
性のある管への更新を実施。また、災害時
に重要な拠点となる医療機関や福祉施設等
に安定的に水道水を供給するため、重要給
水施設までの配水管の優先的な耐震化を実
施。 

・浄水施設と管路の統廃合検討を行い、今後統廃
合計画を策定予定 

・簡易水道再編推進事業 

下水道 
・汚水処理の推進 
・災害に強い下水道の整備 
・下水処理水等の有効活用 

■公共下水道、特定環境保全公共下水道、農漁業
集落排水施設、浄化槽の整備 

(概要)公共下水道整備計画に基づき、幹線管渠等
の整備（唐津処理区・浜玉処理区・呼子処
理区）や枝線管渠の整備（相知処理区・徳
須恵処理区・名護屋処理区・鎮西横竹処理
区）を実施。 

・雨水幹線整備、樋ノ口調整池整備 
・下水道長寿命化事業 
・下水バイオガス発電設備の導入（後掲） 

⑤
河
川
・
海
辺
に 

関
す
る
方
針 

河川 

・安全な河川環境の整備 
・多様な機能を持つ河川環境の整
備 

・都市骨格となる松浦川沿川の景
観整備 

・国、県による河川改修事業（松浦川、玉島川、
横田川、北牟田川など） 

・国、県、市による、松浦川水系流域治水協議会、
二級水系流域治水協議会の設立 

・各排水路整備 
・排水区浸水対策調査（下水道） 
・アザメの瀬しぜん学習管理センターの管理 
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都市計画マスタープランにおける主な方針など 主な取り組み・事業など 

河
川
・
海
辺
に
関
す

る
方
針 

海辺 

・美しい海辺の保全 
・ヨットやシーカヤックなどのレ
クリエーションゾーンとしての
活用 

・市民主体まちづくり活動への支
援 

・突堤の整備、養浜工事の実施 
・唐津・呼子みなとまちづくり懇話会の開催 

⑥
市
街
地
・
集
落
地
整
備
に
関
す
る
方
針 

市 街 地
（都市中
心拠点） 

・機能集約型都市づくりの推進 
・ハード・ソフト両面からの中心市
街地整備 

・低未利用地の有効活用 
・街なか居住の促進 
・土地区画整理事業、地区計画制度
等の活用 

・城内地区や唐津くんちなどの地
域特性を活かしたまちづくり 

・地域まちづくり組織との協働に
よるまちづくり 

■大手口センタービル、新庁舎建設 
(概要)中心市街地における再開発事業として、商

業、公共交通、行政の各機能を複合化した大
手口センタービルを建設。また、市庁舎の老
朽化に伴い、新庁舎の現地建て替えを行っ
た。 

■呉服町商店街ファサード整備事業 
(概要)景観的に良好な商店街空間の形成による中

心市街地の活性化に向け、平成 27 年６月に
策定した呉服町商店街｢五福の縁結び通り｣
景観まちづくりガイドラインに基づき店舗
外観の整備を実施。 

■空き店舗チャレンジ誘致事業 
(概要)空き店舗の解消や魅力的な店舗の誘致に向

け、出店にチャレンジするにあたってのリ
スクを軽減するための支援（店舗改装等の
支援、商工会議所との連携によるサポート
等）を実施。 

・旧村上歯科リノベーション事業（再掲） 
・新天町パティオ街区再開発事業（再掲） 
・呉服町アーケード撤去に伴う道路舗装改良、京
町アーケード水道老朽管布設替えに伴う道路舗
装改良 

・中心市街地活性化基本計画に基づく事業の実施 
・市営駐車場満空表示システムの運用 
・バイク専用駐車場の整備 
・賑わいのまちづくり事業（再掲） 

地域生活
拠点およ
び既存集
落地 

・公共サービス機能の維持・向上、
既存ストックのまちづくりへの
有効活用 

・観光、地域産業との連携による地
域づくり 

・地域特性に応じたまちづくり手
法の検討 

・地域住民主体によるまちづくり
組織への支援 

■地域まちづくり会議を認定し、集落支援員によ
り支援 

(概要)地域が自主的に連携・協働することで、将
来にわたり持続可能な地域を目指し、市民
力・地域力によるまちづくりを実践する団
体の支援を実施。 

■新浜玉市民センター建設 
(概要)老朽化した浜玉市民センターの移転改築に

伴い、地域住民の交流拠点として、公民館や
体育館を併設する複合施設化を図った。 

■七山藤川診療所と七山歯科診療所の七山市民セ
ンターへの移転集約 

(概要)老朽化した七山診療所と歯科診療所の七山
市民センター内への移転により、庁舎と医
療施設の複合・集約化を図った。 

・厳木市民センター基本計画 
・路線バス及び乗合タクシーの運行事業者に対す
る補助 
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